
本日の予定

①講義 相関係数の復習

②実習 散布図で表そう

③講義 回帰直線とは

④実習 回帰分析をしよう



カイワレダイコンのビタミンC添加量と
茎長（発芽１０日目）の相関関係

ビタミンC
（mg）

茎長（ｍｍ）

1 0.0 12.5

2 10 15.6

3 50 13.8

4 100 18.3

5 150 19.7

6 200 25.5

7 250 18.4

8 350 28.5

9 400 20.7

10 450 29.5

11 500 20.7

y = 0.0226x + 15.231

R² = 0.5284
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２つのデータ間に相関関係がある

２つのデータ間に比例関係がある

回帰直線とは

２つのデータの関係性を
        ｙ＝ａｘ＋ｂで数式化できる



２つのデータの関係性を
        ｙ＝ａｘ＋ｂで数式化した直線

この直線を回帰直線という

各データから直線までの距離の
合計が最小になるように引かれた
近似直線



y = 0.0226x + 15.231

R² = 0.5284
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回帰直線は将来的な値の予測に
利用される

回帰直線を用いた統計分析を
回帰分析という



y = 0.0226x + 15.231

R² = 0.5284
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カイワレダイコンのビタミンC添加量と茎長
（発芽１０日目）の相関関係



決定係数Ｒ２値とは

①得られた回帰直線がどの程度
 各データからズレているか
数値化したもの

②Ｒ２値は０から１の値をとる



Ｒ２値の計算式



③Ｒ２値が１に近いほど，回帰直線は
 各データからのズレが少なく，

   説得力のある近似曲線である。

Ｒ２＝０.７３ Ｒ２＝０.２１ 



決定係数Ｒ２値

０.８～１
 
０.５～０.８

 ０～０.５

かなり良く近似されている

良く近似されている

近似されていない

→回帰分析に用いてよい

→回帰分析に用いてよい

→回帰分析に用いては
 いけない



回帰直線をどのように利用するか

y = 3.1242x + 9.7658

R² = 0.8517
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回帰直線の傾き
の大きい
ＣＭ広告の方が
費用対効果が
大きい

y = 1.8975x + 10.242

R² = 0.722
0

5

10

15

20

25

30

35

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0



Excelを用いた回帰直線の表し方



Excelを用いた回帰直線の表し方

散布図上で右クリック→「系列」→「英語」を選ぶ



Excelを用いた回帰直線の表し方

グラフエディタの系列から「トレンドライン」をクリック

グラフエディタの系列から「決定係数を表示する」
をクリック

回帰直線が描かれる

Ｒ2値が表示される
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